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第
五
節
　
　
長
崎
病
院
の
浦
上
移
転
第
五
節
長
崎
病
院
の
浦
上
移
転
　
医
学
教
育
の
完
成
を
期
す
る
た
め
に
は
、
病
院
と
医
学
校
は
隣
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
は
ポ
ン
ペ
が
長
崎
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
数
年
を
要
し
た
こ
と
で
あ
り
、
東
京
に
お
い
て
も
明
治
維
新
後
、
医
学
所
と
大
病
院
の
同
一
構
内
設
立
が
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
五
高
等
中
学
校
の
設
立
の
際
も
そ
の
こ
と
を
条
件
と
し
て
設
立
の
場
所
が
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
時
日
の
経
過
と
共
に
そ
の
実
現
が
早
急
に
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
二
十
七
年
以
来
、
厘
々
改
築
の
計
画
を
立
て
て
い
た
長
崎
病
院
は
明
治
三
十
一
年
に
漸
く
、
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
浦
上
山
里
村
に
起
工
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
県
会
で
討
議
を
重
ね
る
こ
と
前
後
五
回
で
あ
っ
た
。
県
会
の
協
賛
に
よ
り
三
年
継
続
の
議
は
一
変
し
て
四
年
継
続
と
な
り
、
漸
く
に
し
て
工
事
に
着
手
す
る
と
、
思
い
が
け
ぬ
故
障
が
出
来
て
、
再
び
計
画
を
新
に
す
る
必
要
を
来
し
、
遂
に
五
ケ
年
継
続
の
事
業
と
な
っ
た
が
、
そ
の
設
計
に
当
っ
て
は
衛
生
設
備
に
充
分
の
注
意
を
払
わ
れ
た
。
　
こ
の
年
、
着
工
さ
れ
た
長
崎
病
院
の
浦
上
移
転
新
築
工
事
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
こ
の
年
の
衛
生
行
政
を
示
し
て
置
こ
う
。
一
月
十
二
日
に
公
立
学
校
に
学
校
医
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
二
月
二
十
六
日
に
は
そ
の
学
校
医
職
務
規
程
が
制
定
さ
れ
、
学
校
医
の
制
定
を
定
め
た
。
四
月
に
は
限
地
開
業
医
制
度
に
関
し
、
そ
の
免
許
の
範
囲
を
厳
正
に
な
し
、
十
月
二
十
二
日
に
は
臨
時
検
疫
職
員
の
設
置
が
あ
っ
て
、
臨
時
検
疫
局
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
二
十
八
目
に
は
地
方
庁
警
察
部
に
衛
生
課
が
置
か
れ
た
。
　
先
に
少
し
示
す
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
明
治
三
十
一
年
の
第
五
高
等
学
校
医
学
部
の
略
史
を
続
け
て
置
こ
う
。
五
月
、
栗
本
東
明
教
授
の
設
計
に
よ
っ
て
病
理
学
教
室
が
新
築
落
成
し
た
。
病
理
組
織
実
習
室
の
完
成
と
共
に
、
五
月
十
二
日
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
病
理
学
教
室
か
ら
鈴
木
立
男
が
講
師
と
し
て
着
任
し
、
病
理
学
、
病
理
解
剖
学
及
び
薬
物
学
を
担
当
し
た
。
＿654一
　
五
月
十
一
目
，
陸
軍
衛
生
部
依
託
生
徒
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
徐
々
に
準
備
さ
れ
て
い
た
軍
国
主
義
の
色
彩
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
六
月
二
日
、
口
の
津
入
港
の
彦
山
丸
水
夫
の
ペ
ス
ト
屍
体
を
検
疫
官
田
中
民
夫
教
授
が
取
調
を
な
し
、
三
日
、
取
調
を
終
っ
て
、
女
神
検
疫
所
に
彦
山
丸
を
回
航
し
、
七
目
間
停
船
せ
し
め
た
。
　
八
月
に
は
図
書
貸
付
料
を
廃
止
し
た
。
　
十
一
月
一
日
、
本
校
規
則
第
九
章
第
一
条
に
基
い
て
、
閲
覧
細
則
を
定
め
、
職
員
生
徒
に
図
書
の
閲
覧
を
許
し
、
閲
覧
室
を
開
い
た
。
従
来
も
図
書
室
の
施
設
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
新
し
く
開
放
的
な
制
度
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
図
書
館
の
運
営
は
信
用
の
上
に
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
運
営
の
み
な
ら
ず
、
信
用
は
叉
す
べ
て
の
社
会
の
基
礎
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
崩
壊
す
れ
ば
集
団
に
お
け
る
個
人
の
存
在
が
定
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
長
崎
病
院
の
移
築
工
事
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
内
務
部
、
第
一
課
、
第
二
課
、
第
四
課
、
警
察
部
、
衛
生
課
で
は
、
病
院
改
築
に
関
し
て
、
七
月
二
十
四
日
よ
り
協
議
を
重
ね
、
病
院
敷
地
の
開
馨
を
始
め
、
石
垣
の
構
築
そ
の
他
の
雑
用
の
工
事
分
担
を
決
定
し
、
村
受
の
分
と
長
崎
監
獄
の
囚
徒
使
役
の
分
に
区
分
し
て
、
そ
　
　
　
　
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
れ
ぞ
れ
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
崎
県
監
獄
署
に
対
し
て
、
八
月
四
日
に
田
中
内
務
部
長
は
次
の
文
書
を
発
し
た
。
　
　
　
　
長
崎
病
院
移
転
地
起
工
之
件
　
　
典
獄
署
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
務
部
長
　
長
崎
病
院
移
転
地
開
墾
事
業
二
囚
徒
使
役
之
義
予
テ
御
協
議
二
及
置
候
　
処
右
ハ
至
急
着
手
致
度
何
日
比
ヨ
リ
囚
徒
御
操
出
相
運
被
成
可
申
哉
比
　
合
及
ヒ
人
員
ホ
御
報
道
相
成
度
且
明
後
六
日
開
難
実
地
二
付
主
任
技
手
　
則
打
合
為
致
候
間
御
主
任
御
事
業
手
午
前
八
時
現
場
二
御
差
出
有
之
度
　
此
段
及
御
照
会
候
也
　
　
　
年
月
日
　
こ
の
回
答
は
翌
五
日
、
監
獄
署
よ
り
内
務
部
第
一
．
一
課
に
届
げ
ら
れ
、
八
日
よ
り
現
場
を
調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
「
明
治
三
十
五
年
、
第
二
課
事
務
簿
、
造
家
之
部
、
長
崎
病
院
建
築
書
」
に
次
の
文
書
が
あ
る
。
　
（
朱
）
　
丙
三
第
二
七
五
六
号
第
二
課
「
（
直
路
）
　
去
ル
四
日
田
中
内
務
部
長
ヨ
リ
長
崎
病
院
移
転
地
開
繋
事
業
云
々
御
照
　
会
之
赴
キ
了
承
右
ハ
主
任
井
二
授
業
手
実
地
出
張
差
支
候
条
来
ル
八
日
　
現
場
へ
差
出
シ
度
右
様
御
承
知
相
成
度
就
而
ハ
開
墾
工
事
設
計
書
仕
様
　
書
図
面
坪
数
其
工
費
等
添
属
御
照
会
相
成
度
左
ス
レ
バ
工
事
取
調
ノ
上
一655　一
第
五
節
　
長
崎
病
院
の
浦
上
移
転
　
出
役
囚
二
員
等
確
報
可
申
此
段
及
御
回
答
候
也
　
追
而
工
事
着
手
ハ
本
月
二
十
五
日
頃
ト
御
承
知
相
成
度
申
添
候
也
　
　
　
明
治
三
十
一
年
八
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
　
署
（
響
　
　
内
務
部
第
二
課
　
御
中
　
さ
て
、
こ
の
監
獄
署
の
承
諾
を
得
て
後
、
十
三
日
に
至
り
、
改
築
工
事
の
基
礎
作
業
た
る
敷
地
開
墾
の
工
事
内
容
が
決
定
し
た
。
　
　
　
　
病
院
改
築
工
事
ノ
件
　
予
算
金
弐
万
七
百
拾
参
円
九
拾
七
銭
弐
厘
（
朱
）
　
一
金
弐
万
五
百
四
拾
九
円
八
拾
四
銭
参
厘
　
　
　
　
　
内
　
　
　
予
算
金
弐
千
六
百
弐
拾
弐
円
参
拾
参
銭
壱
厘
（
朱
）
金
弐
千
四
百
六
拾
円
弐
拾
五
銭
予
算
金
五
千
百
七
拾
弐
円
九
拾
参
銭
五
厘
金
五
千
百
七
拾
円
八
拾
八
銭
七
厘
金
九
千
八
百
八
拾
九
円
六
拾
銭
六
厘
金
百
四
拾
四
円
四
銭
五
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
円
八
拾
五
銭
八
厘
　
〆
壱
万
七
千
六
百
六
拾
参
円
九
拾
七
銭
壱
厘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
金
弐
千
八
百
八
拾
四
円
九
拾
八
銭
五
厘
〆
石
垣
其
他
　
束
積
　
敷
地
開
墾
　
土
留
石
垣
　
村
受
二
附
　
ス
ル
分
　
開
馨
其
他
囚
徒
使
役
ノ
分
右
浦
上
山
里
村
病
院
敷
地
開
墾
其
他
工
事
各
本
行
ノ
金
額
ヲ
以
テ
石
垣
其
他
参
廉
分
ハ
浦
上
山
里
村
受
工
事
ト
シ
開
難
其
他
ハ
本
県
監
獄
二
於
テ
囚
徒
ヲ
使
役
シ
工
事
御
施
行
相
成
可
然
哉
此
段
相
伺
候
也
　
そ
の
後
、
こ
の
工
事
は
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
次
に
問
題
と
な
る
の
は
建
築
材
料
の
収
集
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
長
崎
県
は
管
内
の
道
路
、
特
に
県
道
に
沿
っ
て
立
っ
て
い
る
並
木
松
を
挙
げ
て
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
町
村
に
そ
の
旨
を
達
し
た
。
そ
れ
に
基
い
て
明
治
三
十
二
年
七
月
十
日
よ
り
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
は
北
松
浦
郡
江
迎
村
よ
り
志
佐
村
の
問
に
至
る
県
道
の
並
木
松
を
伐
採
し
、
長
崎
病
院
建
築
用
材
と
す
べ
く
、
関
係
各
地
に
交
渉
し
た
。
そ
れ
は
江
迎
村
、
南
田
平
村
、
田
平
村
、
御
厨
村
、
志
佐
村
、
調
川
村
で
あ
っ
た
。
　
十
二
月
に
は
、
東
彼
杵
郡
萱
瀬
村
、
上
波
佐
見
村
、
広
田
村
の
官
有
林
か
ら
、
扁
柏
、
櫻
、
杉
を
伐
採
し
、
長
崎
病
院
建
築
用
材
と
し
、
そ
の
製
材
を
も
行
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
八
日
に
は
こ
れ
ら
の
県
道
並
木
松
、
官
有
林
の
材
木
の
量
の
み
で
は
長
崎
病
院
の
用
材
が
不
足
す
る
の
で
、
．
長
崎
市
油
屋
町
二
十
番
戸
田
島
勝
三
郎
と
長
崎
県
知
事
服
部
一
三
と
協
約
し
て
、
一656一
檜
そ
の
他
の
用
材
を
収
め
し
め
、
十
二
月
；
十
七
日
に
は
長
崎
県
知
事
荒
川
義
太
郎
に
対
し
、
そ
の
買
上
げ
完
了
届
を
田
島
勝
三
郎
よ
り
提
出
し
て
い
る
。
　
こ
の
間
、
建
築
設
計
は
着
々
と
進
め
ら
れ
、
種
々
の
意
見
を
集
合
し
て
は
設
計
の
変
更
も
試
み
て
い
た
。
長
崎
県
内
務
部
は
明
治
三
十
三
年
五
月
五
日
、
兵
庫
県
に
宛
て
て
、
兵
庫
県
々
立
病
院
精
神
病
室
間
取
図
及
び
断
面
図
を
建
築
の
参
考
の
た
め
謄
写
し
て
送
っ
て
貰
う
よ
う
依
頼
し
た
の
で
、
長
庫
県
か
ら
は
五
月
十
七
日
付
で
長
崎
県
内
務
部
宛
て
に
回
答
を
発
し
て
い
る
。
文
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
精
神
病
室
ノ
件
　
　
兵
庫
県
内
務
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
内
務
部
　
本
県
立
病
院
目
下
建
築
中
二
付
テ
ハ
貴
県
立
病
院
精
神
病
室
間
取
図
及
　
断
面
図
参
考
致
度
二
付
乍
御
手
数
至
急
御
騰
写
御
送
付
被
下
度
此
段
及
　
御
依
頼
候
也
　
　
（
理
由
）
　
大
谷
院
長
ノ
説
二
東
京
巣
鴨
精
神
病
院
長
片
山
医
学
士
ノ
　
　
言
二
精
神
病
院
ニ
シ
テ
現
今
構
造
ノ
適
当
ハ
兵
庫
県
立
病
院
ト
被
聞
　
　
候
趣
二
付
本
按
相
伺
候
　
本
月
五
日
附
丙
二
第
壱
九
〇
〇
号
記
ヲ
以
テ
本
県
立
病
附
精
神
病
室
間
　
　
　
　
第
七
章
　
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
　
取
図
及
断
面
図
御
参
考
之
為
メ
騰
写
送
付
方
御
依
頼
之
趣
キ
了
承
右
者
　
未
タ
当
病
院
二
於
テ
ハ
設
置
無
之
候
二
付
右
様
御
了
知
相
成
度
此
段
及
　
回
答
候
也
　
　
　
明
治
三
十
三
年
五
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
（
罐
）
　
　
長
崎
県
　
　
　
内
務
部
　
御
中
　
こ
れ
は
神
戸
須
磨
浦
療
養
所
の
設
計
の
誤
聞
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
鋭
意
、
最
善
の
設
計
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
病
院
建
築
は
衛
生
的
見
地
か
ら
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
　
「
明
治
三
十
五
年
、
第
二
課
事
務
簿
、
造
家
ノ
部
、
長
崎
病
院
改
築
書
」
所
収
、
五
月
二
十
一
日
付
、
長
崎
県
第
二
課
長
白
井
倫
惣
、
同
県
技
師
池
田
賢
太
郎
書
簡
に
よ
れ
ば
、
工
学
博
士
文
部
技
師
中
村
達
太
郎
宛
て
に
消
毒
を
要
す
る
室
内
を
洗
海
す
る
に
足
る
囲
井
及
び
天
井
の
塗
方
と
し
て
、
ヱ
マ
フ
ワ
ル
ベ
ー
を
用
い
ず
、
上
等
ペ
ン
キ
を
塗
装
す
る
旨
を
連
絡
し
て
い
る
。
叉
、
五
月
二
十
二
日
付
で
、
次
の
文
書
が
あ
る
。
　
蒸
気
機
関
設
置
ハ
当
分
見
込
被
相
成
二
就
テ
ハ
内
内
吸
入
室
外
科
消
毒
　
室
、
纐
帯
交
換
所
、
及
病
室
内
繊
帯
交
換
所
眼
科
手
術
室
産
婦
人
科
手
　
術
室
小
児
科
吸
入
室
薬
剤
部
製
煉
室
試
験
室
へ
蒸
気
送
致
管
設
置
ス
ル
一657　一
第
五
節
　
長
崎
病
院
の
浦
上
移
転
コ
ト
院
長
復
命
二
基
キ
取
調
中
二
候
処
在
来
蒸
気
ハ
何
箇
ア
リ
テ
何
室
々
々
二
御
使
用
相
成
居
候
哉
箇
数
ト
室
名
承
知
致
度
又
今
後
購
入
ス
ヘ
キ
蒸
気
量
ハ
何
程
位
ノ
モ
ノ
ニ
テ
可
然
乎
併
セ
テ
来
ル
ニ
十
五
日
マ
テ
ニ
御
報
知
有
之
度
此
段
及
御
照
会
候
也
　
　
五
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
第
二
課
長
　
　
白
井
倫
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
技
　
　
師
　
　
池
田
賢
太
郎
　
県
立
病
院
長
　
大
谷
周
庵
殿
蒸
汽
機
関
設
置
二
付
在
来
蒸
汽
使
用
ケ
所
及
蒸
汽
量
等
御
間
合
之
趣
了
承
致
候
目
下
本
院
二
於
テ
ハ
外
科
纐
帯
交
換
所
二
小
形
ノ
機
関
ヲ
据
付
同
所
二
於
テ
使
用
致
居
候
ノ
ミ
ニ
テ
他
ハ
未
タ
設
置
ノ
運
二
至
ラ
ス
叉
将
来
各
科
二
要
ス
ル
蒸
汽
力
及
患
者
用
物
品
消
毒
用
二
供
ス
ル
蒸
汽
力
等
ノ
測
定
ハ
専
門
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
・
容
易
二
計
量
難
致
儀
二
有
之
候
尤
大
体
二
於
テ
ハ
福
岡
病
院
既
設
蒸
汽
機
関
及
目
下
熊
本
病
院
二
於
テ
設
備
シ
ツ
・
ア
ル
振
合
二
微
ヒ
設
備
致
度
見
込
二
候
条
該
両
院
ノ
設
計
等
御
取
調
ノ
上
可
然
御
取
計
相
成
度
此
段
及
回
答
候
也
　
　
明
治
三
十
三
年
五
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
県
立
長
崎
病
院
長
医
学
博
士
長
崎
県
内
務
部
　
第
二
課
長
白
井
　
倫
直
殿
　
技
　
師
池
田
賢
太
郎
殿
蕎
庵
（
麟
）
朋
治
三
十
三
年
度
は
長
崎
病
院
の
建
築
が
最
も
進
渉
し
た
時
で
あ
る
が
、
　
上
中
等
病
室
二
棟
　
隔
離
病
室
　
病
室
附
属
便
所
五
棟
　
共
同
浴
場
三
棟
　
廊
　
下
　
医
員
宿
直
所
　
消
毒
所
　
不
潔
物
洗
場
　
凍
水
室
・
懸
治
療
浴
室
　
蒸
気
錐
纐
帯
交
換
所
　
産
　
室
　
産
室
廊
下
　
消
毒
所
ニ
ケ
所
　
汽
罐
室
　
病
室
繍
帯
交
換
所
　
又
、
こ
の
年
度
に
新
築
す
ぺ
ぎ
建
物
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
四
一
〇
坪
六
六
一
七
九
坪
七
五
　
四
三
坪
七
五
三
七
坪
五
二
一
九
坪
　
一
七
坪
五
　
二
四
坪
　
　
六
坪
　
　
一
坪
一
三
三
　
二
〇
坪
　
　
六
坪
　
　
六
坪
　
　
二
坪
　
　
二
坪
五
合
　
　
四
坪
　
　
六
坪
　
　
伝
染
病
室
の
下
等
一
室
は
大
谷
周
庵
の
意
見
に
よ
っ
て
中
等
病
室
を
二
室
又
は
三
室
（
一
室
二
人
又
は
三
人
収
容
）
と
し
、
下
等
病
室
を
三
室
叉
は
四
室
（
た
。
一
室
三
人
叉
は
四
人
収
容
）
■
と
し
轟658一
　
こ
の
よ
う
に
病
院
建
築
の
設
計
は
最
初
の
設
計
を
基
と
し
て
、
主
と
し
て
病
院
長
大
谷
周
庵
の
調
査
に
基
く
意
見
を
多
く
入
れ
て
設
計
の
変
更
が
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
り
よ
い
も
の
を
と
心
掛
け
て
い
る
時
に
は
必
ず
改
変
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
制
が
朝
令
暮
改
の
方
法
を
と
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
最
善
の
方
法
を
求
め
る
精
神
に
外
な
ら
な
い
。
　
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
日
、
長
崎
病
院
は
本
部
及
び
薬
局
、
内
科
外
科
診
療
所
そ
の
他
が
竣
工
し
た
。
　
　
　
　
　
証
明
書
　
一
長
崎
病
院
建
築
工
事
之
内
本
部
及
薬
局
井
二
内
外
科
診
察
所
其
他
大
　
　
工
方
一
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
米
吉
請
負
二
係
ル
分
　
　
右
工
事
竣
工
候
二
付
此
段
証
明
候
也
　
　
　
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
病
院
建
築
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
手
　
　
永
野
　
兼
輔
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
手
　
　
中
津
久
次
郎
（
印
）
　
　
　
　
　
証
明
書
　
一
長
崎
病
院
建
築
工
事
之
内
本
部
其
他
仕
掛
工
事
中
廉
増
外
科
臨
床
講
　
　
義
室
床
下
入
口
工
事
外
拾
九
廉
　
　
　
　
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
米
吉
請
負
二
係
ル
分
　
　
右
工
事
竣
工
候
二
付
此
段
証
明
候
也
　
　
　
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
病
院
建
築
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
手
　
　
永
野
　
兼
輔
（
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
手
　
　
中
津
久
次
郎
（
印
）
　
こ
の
よ
う
に
し
て
長
崎
病
院
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
年
）
度
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
年
二
月
十
五
日
に
麻
生
藤
次
郎
は
長
崎
病
院
敷
地
の
開
馨
工
事
を
請
負
金
三
千
四
百
円
で
請
負
い
、
同
目
よ
り
一
ケ
年
間
、
即
ち
、
明
治
三
十
六
年
二
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
こ
の
建
築
工
事
の
完
成
は
明
治
三
十
五
年
四
月
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
始
め
て
開
院
式
を
行
い
、
小
島
か
ら
浦
上
に
移
転
す
る
に
至
っ
た
。
工
費
総
額
は
三
十
三
万
余
円
で
あ
っ
た
。
　
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
二
月
十
五
日
、
先
の
麻
生
藤
次
郎
の
一
ケ
年
契
約
の
請
負
っ
た
長
崎
病
院
敷
地
の
開
馨
工
事
が
竣
工
し
た
の
で
、
麻
生
藤
次
郎
は
十
七
日
に
至
り
、
こ
れ
を
長
崎
県
知
事
荒
川
義
太
郎
に
届
出
た
。
こ
れ
は
更
に
増
築
す
べ
き
敷
地
の
開
馨
で
あ
っ
た
が
、
引
続
き
建
築
は
続
け
ら
れ
、
病
院
の
完
成
＿659一
　
　
　
第
五
節
　
長
崎
病
院
の
浦
上
移
転
が
急
が
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
医
学
教
育
の
基
本
的
な
要
請
で
あ
る
医
学
教
室
と
病
院
の
隣
接
地
設
立
が
完
成
し
、
最
も
良
好
な
環
境
に
よ
る
医
学
教
育
が
進
め
ら
れ
た
。
第
五
高
等
中
学
校
設
立
以
来
、
十
五
年
を
経
て
い
る
の
で
あ
る
。
一660一
